
ー

月
1
日
か
ら
消
費
税
率
が
5

凋
」
.

%
か
ら
8
%
に
引
き
上
げ
ら

a

れ
た
。
増
税
の
背
最
に
は
、

G
D
P
比
で
2
0

0
%
超
に
も
達
し
た

政
府
債
務
や
、
歳
出
の
半
分
を
財
政
赤

字
で
賄
う
厳
し
い
財
政
事
情
が
あ
る
。

財
政
再
建
に
は
、
さ
ら
な
る
増
税
や
社

会
保
障
費
の
抑
制
が
不
可
避
で
あ
る
が
、

国
の
予
算
の
中
身
を
正
し
く
把
握
す
る

こ
と
も
重
要
だ
。

国
の
予
算
と
い
う
場
合
、
本
来
は

一

般
会
計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
、
政
府

関
係
機
関
予
算
の
合
計
を
指
す
が
、

一

般
的
に
メ
デ
ィ
ア
で
は
、
一
般
会
計
の

歳
出
総
額
の
み
が
報
道
さ
れ
る
こ
と
が

多
い
。
こ
の
理
由
は
、
国
の
予
算
の
流
れ
が

複
雑
で
、
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
政

府
関
係
機
関
予
算
の
相
互
関
係
を
詳
細

に
把
握
す
る
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
か

ら
だ
ろ
う
。
例
え
ば
、

一
般
会
計
か
ら

特
別
会
計
や
政
府
関
係
機
関
予
鉢
に
対

し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
財
源
の
繰
り
入
れ

が
行
わ
れ
て
お
り
、
特
別
会
計
や
政
府

関
係
機
関
予
算
か
ら

一
般
会
計
に
も
事

業
で
発
生
し
た
利
益
な
ど
の
繰
り
入
れ

が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
特
別
会
計

は
、
一
般
会
計
の
み
で
な
く
、

他
の
特

別
会
計
と
も
相
互
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
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い
る
。
し
か
し
、
財
務
省
は
、
各
会
計
予
算

の
歳
出
・

歳
入
を
単
純
に
合
計
し
た

「
総
計
」
だ
け
で
な
く
、
総
額
か
ら
会

計
間
取
引
の
重
複
分
を
除
い
た
予
算
の

「純
計」

を
公
表
し
て
い
る
。
2
0

1

4
年
度
に
お
け
る
国
の
予
算
(
一
般
会

計
+
特
別
会
計
+
政
府
関
係
機
関
予

算
)
の
歳
出
純
計
は
約
2
3
9
兆
円
で
、

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
歳
出
純
計
は

約
2
3
7
兆
円
で
あ
る
。

後
者
の
歳
出
純
計
で
最
も
大
き
な
比

重
を
占
め
て
い
る
の
は
「
国
債
費
」
約

引
兆
円
で
、

全
体
の
約
4
割
が
借
金
返

済
に
回
っ
て
い
る
。
次
は
、
お
%
を
占

め
る

「社
会
保
障
関
係
費
」
(
約
沌
兆

円
)
で
あ
り
、
8
%
の
寸
地
方
交
付
税

交
付
金
等
」
(
約
四
兆
円
)
、

7
%
の

「
財
政
投
融
資
」
(
約
口
兆
円
)
が
続
く
。

国
債
費
と
社
会
保
障
関
係
費
が

一
般

会
計
の
歳
出
(
約
何
兆
円
)
に
占
め
る

割
合
は
5
割
程
度
に
す
ぎ
な
い
が
、
両

経
費
が

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
歳
出

純
計
(
2
3
7
兆
円
)
に
占
め
る
割
合

は
約
7
割
に
も
及
ぶ
と
い
う
現
状
は
あ

ま
り
認
識
さ
れ
て
い
な
い
。
政
府
債
務

や
社
会
保
障
予
算
の
膨
張
を
ど
、
つ
制
御

す
る
の
か
、
正
し
い
認
識
に
基
づ
き
、

改
革
が
進
む
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
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